




























近代語コーパスの試作としての『明六雑誌コーパス』は、JIS X 0213 文字集合に準拠し
て電子化することとした。『現代日本語書き言葉均衡コーパス』も JIS X 0213 を依拠する
文字集合として文字処理が行われ、およそ 5,800 万字の現代日本語コーパスでは、のべ










       図１ 包摂規準の例（連番８） 
 






『明六雑誌』を JIS X0213 に準拠して文字処理していく際、字形処理の実際において問
題となるのは大きく分けて次の 2つのケースである。 




図２ 『明六雑誌』に出現する JIS 規格外字 


























の漢字字形に対し、JIS X 0213 の文字集合・包摂規準を適用した場合、その処理だけでの
べ約 98.5％が表現可能となる。しかし、言語研究資料としてみた場合、200 文字のうち 3
文字が読めない電子テキストは実用に供さない。 
 
表１ JIS X0213 文字集合・包摂規準を適用して『明六雑誌』の漢字を処理した結果 
文字区分 のべ字数 異なり字数 
JIS X 0213 135,797 3,218 
第 1 水準漢字 117,643 2,066 
第 2 水準漢字 17,953 1,061 
第 3 水準漢字 118 52 
第 4 水準漢字 83 39 
外字 2,100 99 
計 137,897 3,317 
カバー率 98.48% 97.02% 
 





































うだけでは、作業者によって処理の揺れも生じるうえに、どれが本来の JIS X0213 の範囲
で処理したもので、どれが臨時的に処理したものかも後々わからなくなってしまう。そこ
で、本来の JIS X0213 の範囲を越えた処理をする際には、近代語用の処理基準を設けて、
データ上にもタグとして記録を残しておくこととした。 
















































５ ．１ JIS X 0213文字集合のうち、使用しない領域 




× (1-84-37) → (1-38-33)を使用 
× (1-89-19) → (1-28-50)を使用 
 
②UCS 互換字（10 字）は使用しない。 
【例】 
× (1-47-52) → (1-28-24)を使用 
× (1-84-07) → (1-17-19)を使用 
 















り、この方針をとらず、康煕別掲字、UCS 互換字まで使用した場合でも、「JIS X0213 で表
現される文字の総数」は変わらない。 
 
③CJK 統合漢字拡張Ｂに符号位置が割り当てられる文字（302 字）は使用しない。 
【例】 
 ×  (1-15-44、 U+2131B) → 外字扱い 





合でも、『明六雑誌』の範囲内では「JIS X0213 で表現される文字の総数」は変わらない。 
 
５ ．２ 近代語用包摂基準の設定 



































































































図 13 『明六雑誌』にみられる「除」の字形 
 











































       図 18 包摂規準連番８５に追加した字形 









































































































































































図 29 『明六雑誌』での字形差 
        
 (U+8DCB)     (U+47E6) 
 
74
図 29の（Ａ）（ソ）と（Ｂ）（タン）は本来読みも異なる別字であり、JIS X 0213 文字
集合にあるのは（Ｂ）のみ（Unicode では（Ａ）（Ｂ）ともに表現可能）である。『明六









































図 24 の「減」（にすい）、Unicode:51CF 
































 ６．２ 別字代用一覧（３８字） 
 


















という方法を考案したうえで、JIS X 0213 規格の包摂規準のみに依拠した場合と、今回提
案した処理案を用いた場合とで、処理できる文字数の変化を検証した。 
『明六雑誌』に現れる漢字の総数は 137,897、うち JIS X0213 のみで表現できるものは
135,797 字、カバー率にして 98.5％である。残る 1.5％、2,100 字が外字「〓」表示される
テキストとなるが、これは言語研究用の資料としての実用にとっては相当に多い量である。 
 
表２ JIS X 0213 文字集合と『明六雑誌』漢字 
文字区分 のべ字数 
JIS X 0213 135,797 











追加包摂規準を適用すると、外字となるのべ 2,100 字のうち 1,774 字、さらに別字代用






 X0213 包摂 追加包摂 代用 
処理可能文字総数 135,797 137,571 137,866 
新たに処理できる文字総数 ― 1,774 295 
外字総数 2,100 326 31 

























































図 35 『太陽』に出現する「疑」の活字字形（左） 
 






図 36 『太陽』に出現する「亂」（左）    図 37 包摂規準「近代１９」修正案 
 
 このような検証を経て、近代活字用の包摂規準の整備を進めていくことが今後の課題と
なる。 
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